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徽毒血清十年の統計的観察

金澤讐科大旨細菌學教室（主任谷教授）
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甥’杉 伊 佐 美
   Isa，mi Oisugi

  （昭和24年2月2日受註）

 著者は1947年10月（昭和22年）より1948年8月

（昭和23年）迄に金澤警科大學附屡讐院郎等部に

於て施行せられたワッセルマン反軍（WR・と略

稻），村田反慮（MR．と略構）及び，カーン氏

反鷹（KR．と虹色）の成績に就き統計的観察を

行ひ，之等反慮の相互關係を比較したのでその

     じ大要を報告する．

第1章 検査材料及び検査術式

 梅査材料．本藍自薦醤院検査部にて，徽毒血清反懸

槍査のため一般開業署及び，重富附濃鼠院より逞附せ

る血清の中，WR・MR・KR・の3反懸を同時に施行

したる血清の成績のみを探取した．その検査数は外來

3842人，院内3499人，合計7341入である．

検査術式．WR．施行術式は谷敏授著「署學微生物

學」1）に採録されてみるものに從ふ．

 MR・施行術式は徽毒診断液使用方法説明書に依る・

抗原は盤野義より甲羅せる徽毒興研液を使用した．

 KR．施行術式は原著者2）3）の標準法に準叙して實

施し，抗原は原著者の製法に從って作成せるもので，

抗原贋は1．2である．この抗原について，著者は米山

軍より分興された米國製カーン抗原（抗原便は1・5）及

びMR． WR．との比較試瞼を1947年9月より1947年

12月の聞に，槍査部に於ける被検血清より530例を陽

性及び陰性血清を心慮々に撰び施行した結果，次の如

き成績を得た．    ‘

 槍査成績．各反懸の陽性率は第1表の如くになる．

 （米國製カーン抗原に依るカーン氏反懸をSK．と略

繕，著者の作成せる抗原に依るカーン氏反懸をKR・

と略繕）各群馬の確實陽性及び，疑陽性を合算したる

陽性i率は，S：K・288例（54・35％）， KR・280例（52・83

％），MR．278例（52・45％）， WR・266例（50・20％）

にして，SK・は最高， KR・は次位で， MR・WR・の

順に下る．

 次に，SK・に封ずる各反憲の一致率を観るに，第

第1表 4反慮の陽性率及び陰性率

潔S K．，
K R．

M R．

W R．

（IHD （珊） （H） （＋）

6  1 31 J 114
  272（51．330／o）

126，

3’

s19 Tl”一’68
  246（46．420／o）

156

1 69 1 81
 250（47．180／o）

i 100

121 1 25 i 36 i 55
   237（44．730／o）

（±）

 16
（3．020／o）

 34
c6．410／o）

 28
（5．270／o）

 29
（5・479／o）

・（十）十（±） （“）

（，，？g・go／，“ （，，？ggo／，）

 280 i 250
（52．830／o） 1 （47．170／o）

 278
（52．450／o）

252
（47．550／o）

 266 i 264
（so．20e／o） 1 （4g．soo／o）

計

530

53e

530

530

（註）％は検査総敷に封ずるものである．
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第2表 SK．に封ずる各反鷹の一致率

 （確實陽性及び疑陽性を合算しての統計）．

組

1

xl［

｝

旺1

遮
S K．

K R．

is K・

M R．

S K．

WR．

致

十
十

277   239

 516（97・39％）
271   235

506（95．47％）

264   240

504（95．09％）

不 一 致

十

十

3    11

 14（2．64％）7    17

 24（4．53％）2    24

 26（4．91％）              
（註） （＋，＋）は爾反懸陽性，（一，一）は爾反懸

  陰性．

 （一，十）は1組SK（一）・KR（十），

     II組SK（一）， MR（十）・

     III組SK（一）， WR（十）・

 （十，一）は1組SK（十）， KR（一）・ l

     I［組SK（十’）， MR（＿）．

     IH組SK（十）， WR（一）を意味す．

2表の如くになる．第1組sK．一一1（R．に於て陽性

一・v277例，陰性一致239例，計516例（・97 ・36％）にし

て不一致は14例1（2・64％）である・第II組SK・一MR・

に於て陽性一致271例，陰性一致235例，計506例（95・

47％）にして不一致は24例（4．53％）である．第IH組

SK．一WR．に於て陽性一致264例，陰性一致240例，

計504例（95・09％）にして不一致は26例（4・91％）であ

る．師ち第1組SK・一KR・の一致率は最高にして

優秀なる成績を示した．

第．2章検査成績

  第1項各藩憲の陽性率及び，陰性…率

 3反慮下々の成績は第3表の如くになる・各

反慮の確實陽性（十以上）はWR．1965例（26・77

％），MR．2050例（27．93％）， K：R．2150例（29．

28％）にして，KR．は最高， MR．は次位で，

WR．は最低を示した．疑陽性（±）は， WR 137

例（1・87％），MR・141例（1・92％）， MR・126例

第3表 3反慮の陽性“，￥’，及び陰性率

    
諜轡（柵）

     1

W R．

M R．

K R．

（柵） （H・） （＋）

1001 1 270 1 272 i 422

1965（26．770／o）

643 1 648 1 759

205’O（27．930／o）

   t

75
36s i 724 i 989

2150（29．280／o）

（±）

 137
〈1．870／o）

 141
（1・9290）

 126
（1．720／o）

（＋）＋（±）

 2102
（28．640／o）

 2191
（29．850／o）

 2276
（31．0090）

（一一一）

 5239
（71．370／o）

 5150
（70．lso／o）

 5065
（69．00％）

合詳

！

7341

7341

7341

            
（註）％は橡査総数に封ずるものである．

（1．72％）にして，MR．は最高， WR・は次位で，

：KR．は最：低を示した．

 ’尚，確實陽性及び，疑陽性を合算するとWR．

2102例（28．64％），MR・2191例（！g・85％）， KR・

2276例（31．00％）にして，KR・は最高， MR・’は

次位で，WR．は最低を示した．

    第2項 2反鷹の陽性及び，

        陰性一致率

 各2反慮の一致及び，不一致を観るに，第4

表（1）及び（2）の如くに：なる．

 帥ち，疑陽性を除き確實陽性及び，陰性のみ

に就て観るに，第1組WR．一MR．に於て，陽

性1883例（25．65％），陰性5093例（69・38％），合

計6976例（95．03％）に一致し，不’一致は158例

（2．15％）である．第；II組WR．一KR・に於て陽

性1887例（25．70％），陰性4993例（68．02％），合

計6880例（93・72％）に一致し，不一致260例（3・55

％）である．第III組MR，一KR．に於て陽性19

97例（27．20％），陰性5021例（68．40％），合計7018

例（95．06％）va一一一致：し，不一致：はt29例（L76％）

［ 90 ］
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である．

 吹に，確實陽性及び，疑陽性を合算して観る

に第4表（2）の如くになる．帥ち，第1組WR．

一MR・に於て，陽性2045例（27・86％），陰性50

93例（69．38％），合計7138例（97．24％）に一致し，

不一致は203例（2．76％）である．第：1組WR・一

：KR．に於て，陽性2030例（27．65％），陰性4993

例（68．02％），合計7023例（95．67％〉に一致し，

不一致は318例（4．33％）である．第III組MR・一

KR．に於て，陽性2147例（2925％），陰性5021

例（68．40％），合計7168例（97．94％）に：一致し，

不一致は173例（2．36％）である．

第4表 （1）  2反慮の一致．不一致率

   （確實陽性，陰性のみを以てめ統計）

組

1

II

Ilr

2反慮の

組合せ

W R．

M R．

W R．

K R．

M R．

K R．

煮
7341

7341

7341

致

十十

（2繊）1（講％）

 6976
〈一gs．03e／o）

（ 1887Qs．700／o）i（6鑑％）

    6880
   （93．720／o）

Iff，］ligi92907t”t／ （6s5’．0420io／，）

    7018
   （gs．600／，）

不  一  選

一一¥ 十一

（ils’320／，），g，（o．468％）

  gtl，．IS％・15ero）．

（，．2CeC2D／，）1（，．s，g，／，）

（，．ggo／，） i． （，．2eo／，）

2e2 1 58

  260
 （3・550／o）

   129
 （1．760／o）

（註）％は橡査総鐵に封ずるもの．

  （＋，十）は爾反鷹陽性，（一1一）は爾反鷹陰性．

   （一十）は1組WR・（一）MR・（十）， II組WR・（一）KR・（十）・

       m組MR・（一）KR・（十）・   。
  （十，．1 一）は1組WR．（十）MR．（一），1［組WR．（十）：KR．（＿），

       m組MR・（十）KR・（一）を意味す．以下之に徹ふ．

第4表 （2） 2反鷹の一致，不一致率．

   （確實陽性及び疑陽性を合算しての統計）

組

1

1［

III

2反鷹の

組合せ

W R．
 1
M R．

W R．
 l
K R．

M R．
 1

K R．

染
7341

7341

7341

致

十十

（2撫）1（6織）
    7138
  （97．240％）

（272D0U3唐n潤^，）1（6s4．909230／，S2030 1 4993

   7023
 （9－5・67％mo）．

（ 214729．250／o）1（6轟％）

    7168
  （97．640／o）

不  f  致

一十 十一

（ 146P．99％）ド（。．ll％）

    203
  （2．760／o）

・（ 246R．3Jr o／o）｝（。．ろ§％＞

    318
   （4．330／o）

（ 129P．760／o）「lill勇）

    173
  （2．360／o）

帥ち，確實陽匪及び，陰性のみに就ての一致  組WR．一一MR・，第II組WR・一KR・は最低を

率も，確實陽性及び，操陽性を合算したる一致  示した．

率も共に第III組MR．一KR．が最高，次で第1  次に，

                     ［ 91 ］
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比するに第5表の如くである．

 帥ち，第1組は2・82％で最高を示し，家で第

II組2．73％で之に次ぎ，第III組2．64％で最低

を示してみる．

第5表 2反慮の不明瞭なる威績

組

1

皿

班

2反懸の
組合せ

WR．
 l
M R．

WR．
王ζ：R．

MR．
K R．

訳
7341

7341

7341

十±

 29
0．400／．

（14．040／o）

 20
0．270／o

（9．950／o）

 22
0．300／o

（11．340／o）

土十

 48
0．6so／o

（23．190／o） “be

 61
0．s30／o

（30．3so／o）

 55
0．7so／o

（28． 35％）

±一

 11
0．lso／o

（5．310／o）

 14
0．lgo／o

（6．979／o）

 13
0．lso／o

（6．700／o）

p±

 34
0．460／o

（16．430／o）

 44
0．600／o

（21．890／o）

 31
0．420／o

（15．980／o）

±±

 85
1．160／o

（41．060／o）

 62
0．s40／o

C30．850／，）

 73
0．ggo／．

（37．630／o）

計

 207
2．820／o

（100．00／，）

 201
2．730／o

（100．090）

 194
2．640／o

（loo．eo／o）

（註）上段の％は検査敷に鍬するもの．

  下段の（）内の％は不明瞭なる引敷に封ずるものである．

 2反憲聞に於ける不明瞭なるものを，術詳

しく鶴察するに，第1組ではWR（＋）一M．R．

（±）〈以下（＋）一（士）の如く略稻）が不一致例
             ノ
207例中29例で，その調査矯激に熱する％は14．

04％（以下207－29（14．04％）の如く内構），（±）

一（＋）は207－48（23．19％），（±）一（一）は207

－11（5．31％），（一）一（±）は207一一34（16．43％），

（±）一（±）は207 一一 85（41．06％）である．（±）一

（＋），（一）一（±）が比較的多数を占めたのは，

MR．はWR．tよりも鋭敏度が大であるからであ
                 ＼
る．

 第II組に於ては， WR．（±）一：KR．（±）なる

ものが201－61（30．35％），（一）一（±）は201－

44（21・89％），（十）一（±）は201－20（9．95％），

（±）一（一）は201－14（6．97％）の順にして，（ti）

一（±）は201 一62（30．85％）である．

 帥ち，（±〉一（＋）及び，（一）一（±）が（＋）一

（±）及び，（士）一（」）に比し著しく多数を占め

てみるのも，：KR．がWR．より鋭敏度が大なる

事を示すものである．       ・

 第III組に於ては， MR．（±）一KR．（十）なる

ものが199－55（28．35％），（一）一（±）は194－

31（15・98％），（十）一（±）は194－22（11．34％），

（±）一（一）は194－13（6．70％）’の順であり，（±）

（ 92

一（±）194－73（37．63％）である．（±）一（十）及

び，（一）一（±）が比較的多数を占め，KR・が

MR．よりも更に鋭敏なるを示しておみ．

 帥ち，3反鷹中，KR．が鋭敏度最：も高く，MR

之に次ぎ，WR．は最低を示しておる．

     第5項 3S反慮の比較成績

 3反鷹に就き陽性及び，陰性の一致並に不一

致を槍し，それらの出現率を比較するに第6表

に示す如き結果を得た．

 先づ，確實陽性及び，陰性に：就て齪るに，陽

性1865例（25・40％），陰性4972例（67・73％），合

計6837例（93．13％）に一致し，不一致は263例

（3．58％）である．不一致のものを術詳細に襯る

に，WR．（一）一MR．（＋）一KR・（＋）（以下（一）

一（十）一（十〉と略記）が263－94（35．74％）で最

も多く， （一）一（一）一（十）は263－92（34．98％）

で之に次ぎ，（＋）一（一）一←）は263－40（15．2

1％），（十〉一（十）一（一）は263－18（6．84％），

（一）一（＋）一く一）は263－13（4．95％），（十）＿

（一）一（十）は263－6（2・28％）の順である．

 帥ち，WR．とMR．が陰性なる時にもKR・

は陽性を呈する事が多激ある事及び，MR．は

WR．より陽1生を呈する事が可なり存在す．る事

を知り得た．

）
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第6・表 （1）  3反鷹の一致，不一致率

    （確實陽性陰性のみを以ての統計）

致

宮

田

WR．

十

十

十

十

MR．

十

十

十

十

KR．

十

十

十

十

例 数

1865

4972

18

6

40

94

92

13

調査同称に
封ずる％

2s．400／0

67．730／o

o．2so／o

O．080／o

o．s40／o

ユ・28％

1．250／o

o．lse／o

3反懸不一
致総激263
に封ずる％

．一

w“×

（6．840／o）

（2．280／o）

（15．210／o）

（35．740／o）

（34．980／o）

（4．950／o）

計

   6837｝

 （93．130／o）

   263

 （3 ． 58％）

’th （（100．OO／o））

 1

第6表（2） 3反慮の一致，不一致率
  （確實陽性及び疑陽性を合算しての統計）

致

不

致

WR．

十

十

十

十

MR．

十

十

十

十

KR．

十

十

十

十

例 数

2022

4972

23

 8

49

125

121

21

検査無数に
封ずる％

27．540／0

67．730／o

o・3090

0．110／o

o．670／0

1．700／0

1．650／o

O．29％

3反懸不一
致総激347
に封ずる％
s．．．

D．．．，．

6．63％

2．310／0

14．120／0

36．020／0

34．870／0

6．oso／o

計

   6994｝

 （95．27％）

e．

  347
 （4．730／o）

（（100．00／o））

 次ぎに確實陽性及び，疑陽性を合算すれば陽

性2022例（27．54％），陰性4972例（67・73％），合

計6994例（95．27％）に一致し，不一一致は347例

（4．73％）である．不一致なるものに就て観るに

（一）一（十）一（十）が347－125（36．02％）で最も

多く， （一〉一（一）一（十）ヵミ347一一121 （34．87％）

で之に…突ぎ，KR・次はMR・次はWR・の順に

陽性度を藏する結果となっておる．

 次に，3反自問に於ける不明瞭なる成績を封

比するに第7表の如くになる．

 印ち，（±）を以て一致せるもの241－50（20．

75％）で最：も多く，（±）一（十）一（十）は241－38

（15．77％）で第；2位，（一）一（一）一（±）は241－

29（12．03％）で第3位，（±）一（±）一（＋）は241

一一
Q3（954％）で第4位，（十）一（±）． 一（十）及び，

（一）一（±）一（十）共va 241－16（6，・64％）で第5

位である．他は一般に低率である．

 以上の結果より，KR．はMR．， WR．が（土）

叉は（一）を：示す時にも，（＋）叉は（±）を示す事

の多き事を示し鋭敏度の高き事を表はしてお

る．

   第4項 3反鷹不一致例の病歴調査

 著者は3反憲不一致の347例に就き特異性を

見るため槍査を依頼した主治讐の返信によって

病歴を調査した．347例中返信を受けたものは，

231例（総槍査数の3．15％，不一致例の66．57％）

であった．その結果は第8表（1）及び（2）の如

くになる．、即ち病歴不明のC部類を除き，Aと

Bの部類に就き見るに，A部類の総数162例中

WR．の陽性例は30例（18．51％）， MR・の陽性例
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垣7表 3反慮の不明瞭なる成績

WR．

十

十

十

士

±

±

土

穂

±

士

MR．

±

十

土

十

±

二

士

±

十

±

±

±

KR．

十

±・

土

十

十

±

心

室

士

十

±

±

例敷

16

7

13

38

23

10

50

5

2

9

5

16 ”

10

29

8

調査総
轍に封
ずる％

O．22％

o．log／o

o．lse／o

o．s20／o

o．310／o

o．140／o

o．6so／o

O．070／o

O．030／o

o．120／o

O．070／o

o．220／o

o．140／o

O．400／，

o．no／o

3反懸不明瞭総
数に封ずる％

（6ゐ4％）

（2．900／，）

（5．390／o）

（15．770／o）

（9．540／，）

（4．150／o）

（20．7so／o）

（2．070／o）

（o．s30／o）

（3．73％）

’ （2．’070／o）

（6．640／o）

（4．150／o）

（12．030／o）

（3．32％）

計

  241

（3．280／o）

（（100．090））

第8表 （1） 3反鷹不一致例の病歴調査

WR．

MR．
KR．

（A）

〈B）

（C）

小  計

未返答

計

十

十

g（3．goo／o）

3（1．300／o）

2（o．s70／o）

14

9

23

十

17（7．360／o）

8（3．460／o）一

5（2．160／o）

30

19

49

十

十

4（1．730／o）

0

1（o．430／o）

5

3

8

十

十

73（31．60／o）

13（5．630／o）

7（3．030／o）

93

32

125

十

49（21．210／o）

17〈 7．36，0／o）

4（ 1．73％）

70

51

十

le（4．330／o）

7（3．030［ o）

2（o．s70／，）

19

2

121 21

計

g：

162

48

21

231

116

347

（註） （A）は，十両性疾患を有し，既往に於て3反態共に陽性にして目下騙徽療法申のもの，

（B）は，臨床的に三二なしと．考へられるもの．

（C）は，臨床的に徽毒の有無不明のもの．

％は返信を得たる231例に封ずるもの．

第8表 （2） 3反癒不一致例の病歴調査

（A）

（B）

総 数

162

4si

WR・陽性なる例数

30C18．510／o）

11（22．920／o）

MR・陽性なる例数

92（56．790／o）

23（47．920／o）

KR．陽性なる工数

126（77・7790）

30（62．soo／o）

（註）A段（P（）内の％は162コ口封ずるもの・

   ：B段の（ ）内の％は48例に封ずるもの．
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は92例（56．79％），KR．の陽性例は126例（77．77

％）で：KR・最：高率でMR・， WR・の順で．ある・

 一方B類の徽毒なしと認定される例は48例

で此の中WR．の陽性例は11例（22．92％）， MR．

の陽性例は23例（47．92％），KR．の陽性例は30

例（6250％）で非特異性反鷹の陽性率も上と同

順序になっておる．

第3章総括並に考按

 以上の論証成績を総括し，考按すれば次の如

くである．

 （1）各反骨の陽性率

 槍工数7341例中土實陽性のもののみとる時

は，WR・1965例（26．77％）t）MR．2050例（27．93

％），：KR．2150例（29・28％）なるも，疑陽性は

WR．137例（1．87％）， MR．141例（1・92％）， KR・

126例（1．72％），冷帯陽性及び，疑陽性を合算す

るに：WR．2102例（28．64％）， MR．2191例（29．8

5％），：KR．2276例（31・00％）となる．

 蝕に於て，徽毒血清反歩に卜する最近の報告

及び，我教室の業績を徴するに，WR．， MR．，

K：R．の3反鷹を同時に施行し詳細に比較検討

せる報告に未だ接しなV・ので各駅鷹の陽性率と

樹比するにWR．とMR．に就ては第9表の如

くである．印ち，WR・はMR．に比しその陽性

出現率の劣る事は全報告者の認める所であb，

第9表 各報告者のWR． MP．

   及びKR．の陽性率

報告者
（報告年度）

岡本（1932）

岡谷（1935）

臼田（1937）

和田（1939）

輻田（1939）

堅山（1939）

高田（1941）

太田（1942）

佐藤（1948）

三宅（1937）

田島（1927）

坂本（1933）

著者（1949）

例数

 654

10653

26418

 3eo

1200

 397

40122

36000

 300

1075

1142

 538

7341

WR．

21．Ioo／0

2s．300／0

29．730／0

26．oo／0

23．40／0

23．92％

26．260／0

27．780／0

42．50／0

30．70／0

23．40／0

71．30／o

．28．640／o

MR．

20．g60／0

31．oo／0

30．200／0

40．00／0

28．50／0

36・2790

29，990／0

33．730／0

4s．o o／，

36．2 O／o

KR．

29．850／o

s2．o o／0

31．6 O／0

76．5 O／0

31．00％

著者の成績を之等の諸報告のそれと比較するに

同点なる結果を得た．

 而して各反訴の陽1生率は報告者により可なbX

の差があるが，之はその調査地及び，槍査材料

によって當然起るものであって，比較的同條件

と見徹される．我教室岡谷4），高田6）及び，高

田7）の報告に著者のものを比すれば略一致した

と言へる結果を得た．WR．とMR．の陽性出現

i率の懸隔を観るに11－it田8）は14．0％，幅田9）は

5・1％，堅與 io）は12・35％，太田11）は5・95％，佐

藤12）は5．5％，我教室の岡本5），岡谷ρ，丁田6）

及び，高田7）の値は夫々0・14％，1・0－3・0％，

0．47％及び，3．73％で著者は1・21％を示した．

我教室の値はO．14一一3．73％で他の報告者の5・1

％一 14．0％なるものに比すれば極めて低率を示

す事忌は心室のWR．の術式が優秀なる事を示

すものである．

 次に，WR．とKR．に就ては，田島13）はWR．

23．4％，KR．31。6％と報告し三宅14）はWR・30・7

％，：KR．52．0％，坂本15）はWR・は71・3％，

KR．は76．5％乏報告し，徳永16），佐藤16）は

：KR，はWR．よ診鋭敏なる事を認め，著者の成

績も亦同様なる結果を得た．WR．とKR．の陽

性出現奉の懸隔を槻るに田島，13）は8．2％，三宅

14）は21．3％，坂本15）は5．2％に比し著者は2・36

     ユ
％で可なりの低傘を示した．

 MR．とKR．に就ては，三宅14）はM：R．362

％，KR．52．0％と報告し，緒方17）重松18）等と

全く同様の結果を得た．

 （2） 2反鷹の陽性及び，陰性一致率

 確然陽性及び，陰性をとる時は陽性．及び，陰

性一致率はWR．一MR．95．03％， WR．一KR．

93．72％，MR．一：KR，95．60％である．
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 確實陽性，疑陽性を合算すれば陽性及び，，陰

性一一致i率はMR．一KR．は97．研％で最高，亥は

WR．一MR．の97．24％で第3位はWR．一KR．

の95．67％である．

 次に，不明瞭なるものを封比するに，第1組

（WR．一MR．）は207例（2．82％）で最高率にして，

その申（±）一（十），（一）一（±）が多数を占めた

事は，MR．はWR．よりも鋭敏度大なる事を示

すものである．第II組（WR．一KR．）は201例

（2．73％）で，その中（±）一（＋），（一）一（±）が

多数を占め，：KR．はWR・より鋭敏度大なる事

を示ずに充分なる成績である．

 第III組（MR．一KR．）に於ては194例（2．64％）

で前2者より梢低く（±）一（十），（一）一（±）が

       ノ
矢張り多数を占め，KR．はMR．よりも梢鋭敏

重大なる事を示した．

 2反鷹の一致成績を文獄より観る牝第10表に

示す様に第1組（WR．一MR．）に嘗ては，堂森19）

は96．97％，佐藤12）は95％，我教室の柿下20），

岡本5），岡谷4），栖田6）及び，高田7）の値は中

耕10表 各反慮の一致に潤する報告

反  慮 報告者
i報告年度）

一致率（例敷）．

WR．＿MR． 柿下（1930） 92・05％（1045例）

〃 岡本（1932） 98・32％（654〃）

〃 堂森（1シ34） 96・97％（1718〃）

〃 岡谷（1935） 95・01％（10653〃）

〃 三田（1937） 95・08％（26418〃）

〃 高田（1941） 95・42％（40122〃）

〃 佐藤（1948） 95％（300〃り

〃 著者（1949） 97．24％（7341〃）

WR．一KR． 増田（1924） 83．6％（  ）
〃 田島（1927） 90．46％（1142〃）

 伽V 坂本（1933） 91．74％（538〃）

〃 三宅（1937）
71・35％（1075〃）   一

〃 著者（1949） 95・67％（7341〃）

MR：一KR．

@ 〃

三宅（1937）

?ﾒ（1649）

81・31％（1075”）197・64％（7341”）1

k 92．05％， 98．32％ 95．01％ 95．08％ 95．42

％，である．馬帥ち，著者の97．24％は極めて良

好なる成績なりと思惟する．

 第II組（WR． L－KR．）に於ては田島13）は90．46

％，増田21）は83．6％，1三宅14）は71．35％，坂

本工5）は91．74％と報告してみる．著者の95．67％

は極めて良好なる成績である．

 第III組（MR．一K：R．）に於ては，三宅14）は

81．31％と報告してみる．著者の97．64％は極め

て良好なる威績である．

 （3） 3反鷹の比較成績

 確實陽性及び，陰性に就て観るに陽性及び，

陰性一致は93．13％で，不一一一一‘・致は3．58％である．

不一致なるものの中では，（一）一（＋）一（＋）な

る組合せが263－94（35．74％）で最も高く，（一）

一（一）一（＋）が次位で263－92（34．98％）であ

る．EPち， KR．はWR．及び， MR．が（一）な

る時でも（＋）に出現するものが多数ある事を知

り得る．   ‘  v

 伺，蝉茸陽性及び，疑陽性を合算すれば陽性

及び，陰性一致は95．27％で，不一一致は4．73％

で，不一一ikなるものの中では（一）一（＋）一（＋）

なる組合せが347－125（36．02％）である．

 更に，3反憲闇に於ける不明瞭なるものを観

るに（±）を以て一致せるものが241－50（20．75

％）にして最も多く，次で（±）一（＋）一（＋）が

241－38（15．77％），第3位は（一）一（一〉一（±：）

で241－29（12．03％），他は何れも10％以下で

あった．

 3反鷹の一致に關しては，未だ報告を見ざる

も著者の95．27％は良好なる成績と思惟する．

 （4） 3反鷹不一致例の病歴調査

 3反慮木一致の340例中返信を得た231例匠就

き各反慮の特異性を見るに非特異性反慮の陽性

率はKR．最高率でMR・， WR．の順に下る．

坂本15）はMR．， KR．に就き非特異性の優劣は

無しと報告し，緒方17），重松i8）等は同様なる

結果を報告してみる．
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第4章結

 金澤讐科大盤附屡警院楡査部に於ける昭和22

年（1947年）10月より昭和23年（1948年）8月迄の

聞Q被槍材料中，WR紗氏賑）， MR．（村田

反鷹）及び，KR．（カt…ン氏反騰）の3反慮を同

時に施行せし7341例に就き之等3徽毒血清一議

の統計的観察を行ぴ次の如き成績を得た．

 1．確實陽性は，WR．26．77％， MR．27．93％

及び，KR．29．28％にして之に（±）を加算すれ

ば，WR．28．64％， MR．29．35％及び，：KR．31．

00％を三呈した．

論

 2．2反癒の一致率ば確實陽1生及び，疑陽1生

を加算してWR．一MR．97．24％， WR．一KR．

95．67％及び，MR．一：KR．97．64％を示した．

 3．3反鷹を封比すれば95．27％に一致し，、

4．73％不一致を呈した．

 4．不一致例347例中231例に就き臨床的所見

を調査するに，KR．は最：も非特異性反慮の陽性

率高く，次でMR．， WR．の順に下る．

 欄筆するに當b恩師谷二二の終始御懇篤なる御指導

と御校閲とを深く感謝す．
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